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※掲載している情報は編集時点（8月12日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

市内の相談先・子どもの居場所の紹介

ワンポイントアドバイス「家族や先生に言われて嬉しかったこと・嫌だったこと」

　長かった夏休みも終わり、新学期が始まります。
９月になると増加しやすいという不登校児童生徒数。
あなたの周りに「前向きに学校に行けない」という子
どもはいませんか？
　不登校が生まれる背景と理由はさまざまで、はっ
きりとした原因がないこともあります。子どもは
いろいろなストレスから自分を守るために、無意識
に登校しないという方法をとっている状態なのです。
そんな子どもたちに向けた居場所や相談機関として、
本市にはさまざまな選択肢があります。

子どもの不登校に悩むあなたへ
相談先や子どもの居場所をご存じですか？

こども支援センター（☎24-8303　城南町23-６）

ひょうごっ子悩み相談センター（☎24-1520　幸町７-11但馬教育事務所）

子どもに寄り添い支援します
　ふれあいルームでは、自主学習、栽培活動、製作活動、体育活動な
どセンター内や屋外でさまざまな活動をしています。３人の指導員
が、子どもたちの心に寄り添いながら共に活動する中で子どもたち
が元気を取り戻し、エネルギーが蓄えられるように支援します。気
軽に相談してください。

　学校に行きたくても行けない子ども、子育ての悩みや心配ごとの相談を受け付けています。不登
校の子どもたちの居場所として、適応指導教室（ふれあいルーム）も設けています。

不登校とは…何らかの心理的、情緒的、身体的、社会的要因により、登校しない、あるいはしたくてもできない状
況にあるため、年間30日以上欠席した児童生徒。ただし、病気・経済的理由は除く。

　電話・面談で、いじめ、不登校、学習、友人関係、性、子育て、身体、健康、体罰などの悩みを
受け付けています。

【嬉しかったこと】
①あれこれ言わず普通に接してく

れる
②気分転換に連れ出してくれる　
③進路の相談を真剣にしてくれる

【嫌だったこと】
①学校に行きなさい　
②学校に行きたくない理由をしつ

こく聞かれる
③「このままでいいの？」と将来の

ことばかり言われる

デモクラティックスクールTOIRO（☎20-3541　日高町日置38-１）

T
ト イ ロ
OIROでの学びをまず体験してください

　「学校に馴染めない」「今いる環境に疲れている」「どこか新しい環境
で学びたい」そんな子どもたちにオススメです。
　それぞれの個性に向き合い尊重し合いながら過ごせる環境づくり
をしています。まずは見学・体験にお越しください（電話で受付可）

　「遊びの中に学びがある」を信念に活動するフリースクールです。子どもたちの「やってみたい！」
という好奇心を大切に、日々興味のある事柄に主体的に取り組む経験を通じて「人生の中で生涯続
く学び」を育む環境をつくっています。

◀（右）TOIRO代表の前田敦司さん、（左）前田由香里さん

▲調理実習

学校に
行きたくない

人間関係に
悩みがある

自分の居場所が
見つからない
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